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（百万円未満切捨て） 

１．2022 年 12 月期第３四半期の連結業績（2022 年 1 月 1 日～2022 年 9 月 30 日） 

(1)連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022 年 12 月期第３四半期 3,745  △4.5 △9 ― 

 

△2 ― △22 ― 

 2021 年 12 月期第３四半期 3,921 

172 

17.4 74 ― 

 

68 ― 54 ― 

 （注） 包括利益  2022 年 12 月期第３四半期 △12 百万円（―％）  2021 年 12 月期第３四半期 54 百万円（―％） 

 
1 株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

  

 円 銭 円 銭    

2022 年 12 月期第３四半期 △1.03 ―    

2021 年 12 月期第３四半期 3.71 1.83    

 

(2)連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2022 年 12 月期第３四半期 7,765 4,093 52.6 

 2021 年 12 月期 7,176 2,110  29.4 

（参考） 自己資本  2022 年 12月期第３四半期 4,086 百万円   2021 年 12 月期 2,107 百万円 
 

 

２．配当の状況 

 年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2021 年 12 月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

2022 年 12 月期 ― 0.00 ―   

2022 年 12 月期（予想）    0.00 0.00 

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

 

３．2022 年 12 月期の連結業績予想（2022 年 1 月 1 日～2022年 12月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,900 △9.1 20 △81.6 30 △70.7 5 

0 

△90.7 0.21 

（注） 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 

 

 



※注記事項 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

新規 ― 社 （社名）             ， 除外 ―社 （社名） 

 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

②①以外の会計方針の変更 ： 有 

③会計上の見積りの変更 ： 無 

④修正再表示 ： 無 

（注）詳細は、【添付資料】Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（会計方針の変更）」をご覧ください。 

(4)発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022 年 12 月期３Ｑ 29,659,554 株 2021 年 12 月期 14,621,961 株 

②期末自己株式数 2022 年 12 月期３Ｑ 15,982 株 2021 年 12 月期 15,891 株 

③期中平均株式数（四半期累計） 2022 年 12 月期３Ｑ 22,124,817 株 2021 年 12 月期３Ｑ 14,606,122 株 

 

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2022年１月１日～2022年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の影響は収まりつつあるものの、長期化するウクライナ情勢や円安の進行による物価上昇など先行きに対する

不安が拡大する状況で推移しました。当社グループは、文具事業の立て直しを中心とした抜本的な経営改革を進め

ており、当第３四半期連結累計期間につきましては、広島工場の新工場棟建設を進める傍ら、販売好調な万年筆の

生産能力拡大に努めました。その結果、文具事業は万年筆及びインクの販売が国内外で好調に推移しました。しか

しながら、ロボット事業において特注生産装置を中心に厳しい状況が続いており、当第３四半期連結累計期間は、

売上高37億４千５百万円(前年同期比4.5％減）、営業損失９百万円（前年同期営業利益７千４百万円）、経常損失

２百万円（前年同期経常利益６千８百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失２千２百万円（前年同期親会社

株主に帰属する四半期純利益５千４百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（文具事業）

文具事業につきましては、引き続き主力製品である万年筆および万年筆用インクの売上が国内・海外ともに好調

を維持しており、売上高29億３千１百万円（前年同期比14.9％増）となりました。利益面では、金価格の上昇など

材料費の増加による製造原価の上昇があったものの、セグメント利益７千４百万円（前年同期セグメント損失２千

３百万円）となりました。

（ロボット事業）

ロボット事業につきましては、半導体やプラスチック材料不足による部品調達の長期化などによる客先企業の設

備投資見送りが続いており、また、海外の特注製造装置に関しても受注が回復せず、売上高８億１千３百万円(前

年同期比40.6％減）、セグメント損失８千３百万円（前年同期セグメント利益９千７百万円）となりました。

（2）財政状態の状況

（資産の状況）

資産合計は、前連結会計年度末に比べて５億８千９百万円増加し、77億６千５百万円となりました。このうち、

流動資産は、現金及び預金の減少５億６百万円等により、前連結会計年度から５億４千３百万円減少して48億３千

６百万円となりました。固定資産につきましては、広島工場新工場棟の建設による有形固定資産の増加11億３千１

百万円などがあって、前連結会計年度末から11億３千２百万円増加し、29億２千９百万円となりました。

（負債の状況）

負債合計は、前連結会計年度末に比べて13億９千３百万円減少し、36億７千２百万円となりました。このうち、

流動負債は、短期借入金の減少２億９千９百万円、工場建設費用等の未払金増加７億２千万円などにより、前連結

会計年度末より３億１百万円増加し、23億２千４百万円となりました。固定負債は、新株発行による転換社債型新

株予約権付社債の減少20億円、長期借入金の増加３億９千９百万円などにより16億９千４百万円減少して13億４千

７百万円となっております。

（純資産の状況）

純資産は、前述の転換社債型新株予約権付社債の株式転換による新株発行などにより前連結会計年度末から19億

８千２百万円増加して、40億９千３百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期通期連結業績予想に関しては、第３四半期までの業績及び現在の受注状況等から、通期売上高は予

想通りに推移する見込みですが、万年筆に使用する金や成形材料などの原材料の高騰やロボット事業の製造原価が

想定を上回りました。上記万年筆の製造原価高騰を踏まえ、本年８月より価格改定を実施しましたが、改定前の駆

け込み需要が想定以上で、当期に対する価格改定効果が限定的となりました。これらの要因により、利益が予想を

下回る見込みとなったため、前回予想を修正しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,469,741 1,963,613

受取手形及び売掛金 1,156,820 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 982,580

商品及び製品 656,534 521,840

仕掛品 273,739 390,463

原材料及び貯蔵品 714,051 780,737

その他 116,103 201,122

貸倒引当金 △7,107 △3,658

流動資産合計 5,379,883 4,836,698

固定資産

有形固定資産

土地 859,647 859,647

建設仮勘定 462,479 1,623,239

その他（純額） 258,197 228,954

有形固定資産合計 1,580,325 2,711,841

無形固定資産 42,527 43,094

投資その他の資産

投資有価証券 91,969 93,663

その他 81,843 80,485

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 173,800 174,136

固定資産合計 1,796,653 2,929,071

資産合計 7,176,536 7,765,770

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 681,158 502,367

短期借入金 999,664 700,000

１年内返済予定の長期借入金 － 100,008

リース債務 7,937 7,671

未払金 107,003 827,458

未払法人税等 72,007 7,047

賞与引当金 30,086 30,359

その他 125,437 150,011

流動負債合計 2,023,295 2,324,924

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 2,000,000 －

長期借入金 － 399,992

リース債務 12,612 6,925

再評価に係る繰延税金負債 259,188 259,188

退職給付に係る負債 734,887 645,628

製品自主回収関連損失引当金 5,084 5,061

資産除去債務 23,100 23,100

その他 7,839 7,839

固定負債合計 3,042,711 1,347,735

負債合計 5,066,006 3,672,659

純資産の部

株主資本

資本金 3,653,573 4,653,573

資本剰余金 2,022,268 3,022,268

利益剰余金 △4,144,311 △4,171,711

自己株式 △21,146 △21,162

株主資本合計 1,510,382 3,482,967

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,931 △3,009

土地再評価差額金 591,726 591,726

為替換算調整勘定 8,096 14,995

その他の包括利益累計額合計 596,891 603,713

非支配株主持分 3,255 6,429

純資産合計 2,110,529 4,093,110

負債純資産合計 7,176,536 7,765,770
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 3,921,354 3,745,455

売上原価 2,661,423 2,548,718

売上総利益 1,259,930 1,196,737

販売費及び一般管理費 1,185,144 1,205,832

営業利益又は営業損失（△） 74,785 △9,095

営業外収益

受取利息 61 105

受取配当金 363 316

為替差益 3,651 6,158

持分法による投資利益 － 2,700

受取賃貸料 9,966 12,379

助成金収入 － 4,474

その他 3,406 7,928

営業外収益合計 17,449 34,063

営業外費用

支払利息 16,767 13,451

コミットメントフィー 2,419 3,590

持分法による投資損失 3,234 －

株式交付費 － 10,108

その他 1,169 679

営業外費用合計 23,591 27,829

経常利益又は経常損失（△） 68,643 △2,861

特別損失

固定資産除却損 3,497 －

持分変動損失 － 929

特別損失合計 3,497 929

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
65,146 △3,790

法人税、住民税及び事業税 11,244 16,448

法人税等調整額 － －

法人税等合計 11,244 16,448

四半期純利益又は四半期純損失（△） 53,901 △20,239

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△344 2,627

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
54,246 △22,867

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 53,901 △20,239

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △682 △77

土地再評価差額金 1,361 －

為替換算調整勘定 250 7,445

その他の包括利益合計 929 7,368

四半期包括利益 54,831 △12,871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,175 △16,045

非支配株主に係る四半期包括利益 △344 3,174

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年５月23日付で、プラス株式会社を割当先とした第三者割当による第１回無担保転換社債型新株

予約権付社債（劣後特約付）につきまして、権利行使がありました。この結果、当第３四半期連結累計期間にお

いて資本金が1,000,000千円、資本準備金が1,000,000千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金

が4,653,573千円、資本剰余金が3,022,268千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい
う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点
で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。
収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。
・輸出販売については、主に出荷日及び船積日において収益を認識しておりましたが、インコタームズ等で定
められた貿易条件に基づき、リスク負担が顧客に移転した時点で収益を認識する方法に変更しております。
・販売契約上、商品又は製品の瑕疵以外の理由での返品権を付したものは有りませんが、取引慣行上行われて
いる返品の実績に基づき、返品されると見込まれる商品又は製品についての売上高及び売上原価相当額を認識
しない方法により、返金負債を流動負債の「その他」及び返品資産を流動資産の「その他」に含めて表示して
おります。
・文具事業の一部取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しておりましたが、顧客
への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、代理人としての役割と判断され
る取引については、総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しておりま
す。
　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第98項
に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配
が顧客に移転されるまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って
おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四
半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が209,919千円減少、売上原価が208,855千円減少しておりま
すが、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金
の当期首残高は4,532千円減少しております。
　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して
いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表
示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会
計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基
準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連
結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計
基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計
基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表
に与える影響はありません。

（期末日満期手形等の会計処理）
　期末日満期手形の会計処理については、従来、満期日に決済が行われたものとして処理しておりましたが、
2022年５月23日の親会社の異動に伴い、親会社の会計方針に統一するため、第２四半期連結会計期間より手形
交換日をもって決済処理する方法に変更いたしました。
　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財
務諸表及び連結財務諸表となっております。
　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表は、現金及び預金が91,750千円、
受取手形及び売掛金が19,283千円、支払手形及び買掛金が111,033千円、貸倒引当金が40千円それぞれ増加
し、利益剰余金が40千円減少しております。また、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、販
売費及び一般管理費が32千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が同額増加しており
ます。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前連結会
計年度の期首残高は32千円減少しております。
　前第3四半期連結累計期間の四半期連結包括利益計算書は、四半期純利益、四半期包括利益、親会社株主に
係る四半期包括利益が32千円増加しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）文具事業 ロボット機器事業 計

売　上　高

(1)外部顧客に対する売上高 2,551,135 1,370,218 3,921,354 － 3,921,354

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 2,551,135 1,370,218 3,921,354 － 3,921,354

セグメント利益又は損失（△） △23,132 97,918 74,785 － 74,785

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益
計算書計上額

（注）文具事業 ロボット機器事業 計

売　上　高

(1)外部顧客に対する売上高 2,931,456 813,999 3,745,455 － 3,745,455

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 2,931,456 813,999 3,745,455 － 3,745,455

セグメント利益又は損失（△） 74,358 △83,453 △9,095 － △9,095

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2021年１月１日　至2021年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　　　　２．期末日満期手形の会計処理の変更により、遡及適用を行う前と比べて、前四半期連結累計期間

は、文具事業のセグメント損失が20千円減少、ロボット機器事業のセグメント利益が11千円増加

しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

会計方針の変更に記載の通り、第１四半期連結会計期間の期首より収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更し

ております。この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高が209,919千円減少、

売上原価が208,855千円減少しておりますが、セグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。

３．その他

該当事項はありません。
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